





































































































3．実践：語の意味記述（ 2） 4．実践：語の意味記述（ 3）
5．意味記述の方法 6．国語辞典はどう作られるか
7．国語辞典の種類と特性 8．実践：語の意味記述（ 4）
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球を見逃さず、初回に 4連打を含む 6安打を集中し 6点を挙げ主導
14．大学三年生、吉田クンの声。なんと、吉田クンもその連れの長身の甘い
マスクの二枚目も、二人揃ってバリッとダブルのスーツで決めてい
15．ハサミが面白いと思われます。右上は白からａなどの余地があって甘い。
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だから黒 1・ 3で、右辺に十分な幅をもたせたいのです。【参考
16．者の方々は何とも思わないのか気になりました。無認可だと規則も甘い
ものなのでしょうか？無認可だから、認可だから、金髪だから、黒
17．てきました。これは本当に嬉しかった。私はお酒よりも、こうした甘い
ものに目がありません。　これで、 2月10日には、70キロにな
18．ルアイテムに及ぶ。小ぶりの柄づけなのでいやみがなく、ほどよく甘い
セクシー感を演出してくれる。ハート柄のキャミソール￥12，0
19．けと七本の水仙をあげるよ。」とうたうフォークソングには珍しい甘い
ラブソングです。この曲を知ってから、水仙の花が大好きになって
20．、相手の弱点を攻めることである。それは討論でも同じで、論理が甘い
部分や情報量が少ないところを指摘して、相手を窮地に追い込むこ
　4．２　グループワークによる意味記述の結果
　以下では、グループワークの結果として提出された意味記述の具体例を取り
上げ、そこでどのようなカテゴリ分けがされているかを検討する。
　作業をしている間、各グループから最も多く聞かれた感想は、全体をいくつ
のカテゴリに分ければよいかが難しい、というものであった。各国語辞典の記
述を見ても、いくつのカテゴリ（ブランチ、語義区分）を立てるかは辞典ごと
に異なっており、正解があるものではない。意味記述を考える上で、ここが一
番の工夫のしどころと言ってもよい。比較的カテゴリ数の少ない形で提出され
たものに、以下の（A）（B）のような例があった。
　（A）（B）ともに同じ例文番号を同じ 3つのカテゴリに配置しており、発想
としては一致している。ただし、（A）の意味記述はかなり粗く、「甘い」の細
（A）
1．糖質を感じる味覚または嗅覚→3,6,8,11,17
2 ．魅惑的な雰囲気→2,4,9,12,14,18,19
3 ．完璧でない、完全でない、厳密さに欠ける→1,5,7,10,13,15,16,20
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かな意味・ニュアンスまでが表現できているとは言い難い。（B）の意味記述
は（A）よりも細かく具体的で、例文も示されている点で、評価できると言え
る。
　一方、比較的カテゴリ数の多い例として、（C）（D）のようなものがあった。
　（A）（B）のブランチ1.で一括されていた味覚で感じる甘さと嗅覚で感じる
甘さが、（C）では区別されている。また、（A）（B）で「魅惑的」として一括
されていたブランチ2.が（C）では二分され、さらに例文5.の「甘い利権構造」
（B）
1．味、香り、糖度が高い、糖分、蜜の味。例）コーヒーに砂糖を入れ過
ぎて甘くなった。→3,6,8,11,17
2 ．柔らかい、雰囲気、魅惑的、優しい、ロマンチック。例）甘い言葉→2,
4,9,12,14,18,19
3 ．隙がある、程度が軽い、ゆるい、相手に対して有利になっている、弱い。
例）詰めが甘い、考えが甘い。→1,5,7,10,13,15,16,20
（C）
1．味覚で感じるもの。砂糖のような味。例：甘いハチミツがある。→8,
17
2 ．嗅覚で感じるもの。砂糖を連想させるにおい。例：ケーキ屋から甘い
香りがする。→3,6,11
3 ．（視覚的に）かわいらしい。例：甘い色使いの服だ。→4,12,14,18
4 ．ロマンチックな雰囲気。例：恋人の甘い空気がただよっていた。→2,9,
19
5 ．厳しくない。スキがあってゆるい。例：自分の考えが甘かった。→1,7,
10,13,15,16,20
6 ．利益がもたらされる。例：天下りで甘い汁をすう。→5
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という例が単独で切り離されている。次の（D）はカテゴリ数が最も多かった
例であり、（C）のブランチ5.がさらに細分化されている。ただし、意味記述と
しては表現が粗く、アドホックに分類したような印象を受ける。また、例文も
示されていない。
　以下に示す（E）は、簡潔かつ的確な意味記述、カテゴリ分け、例文の提示
という点で、バランスの取れた記述となっており、比較的高く評価できる。
（D）
1．味覚、糖分の味→8,17
2 ．いいにおい、好ましく感じる、嗅覚→3,6,11
3 ．視覚、かわいらしい、女性らしい→4,12,14,18
4 ．感情、心情の表現→2,9,19
5 ．やさしい→1,7
6 ．マイナス、できてない、おこたっている→10
7 ．ゆるい、すきがある→13,16,20
8 ．あまっている→15
9 ．魅力的なもの→5
（E）
1．糖分を思わせるような味。ex.このチョコレートは甘い。→8,17
2 ．糖分を思わせるような香り。花のような香り。ex.甘い香水をつける。
→3,6,11
3 ．かわいらしい様子。ex.服装を甘めに仕上げる。→4,12,18
4 ．見た目が整っている。ex.甘い顔の美少女。→14
5 ．うっとりするような。ex.甘い時間を過ごす。→2,9,19
6 ．厳しくない。優しい。ex.父は娘に甘い。→1,5,7,10,16
7 ．ものごとが不完全である様子。ex.詰めが甘い。→13,15,20
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　4．3　国語辞典における意味記述
　では、各国語辞典において、「甘い」にはどのような意味記述が与えられて
いるのだろうか。以下では、『明鏡国語辞典』『大辞泉』における「甘い」の意
味記述を引用する。
　『明鏡国語辞典』は11のブランチを立てており、全体がフラットな構造になっ
ている。このうち、ブランチ2.、7.、8.、9.、11.は、配布した20の例文の中には
出現しなかった意味であり、当然、グループワークには反映されていない。
　次に『大辞泉』は、大きく 8つのブランチを立て、さらに 2つのサブブラン
チを設けている点で、立体的な構造を作っていると言える。味覚に関する意味
を1.～3.に分けた上で、「味覚以外の感覚に転じて」というカテゴリとして、4.を
詳しく記述している。特に、（ 4）の（オ）は『明鏡国語辞典』には見られなかっ
た記述であり、20の例文のうち、4.、12.、19.の意味に該当すると見てよい。ファッ
ションという文脈の中で「甘い」が担う意味を的確に表わした記述と言える。
あま・い【甘い】〔形〕
1．食物に砂糖や蜜のような味を感じる。「このパイは─」
2．食物に（砂糖っけが多く）塩けや辛みの刺激が少ないと感じる。からくない。「今
朝のみそ汁は僕には─」
3．においが糖分を思わせるようで快い。甘美だ。「ユリの香りは─」
4．〔多く連体形で〕心がとろけるように快い。また、愛情こまやかにうちとけている。
甘美だ。「─感傷にふける」「─マスクの俳優」
5．採点や規制が厳しさに欠けるさま。「生徒に対する採点が─」「─顔をする」▽一
般に、上位者の下位者に対する態度に言う。
6．物事に対する判断や見通しが安易で、厳しさに欠けるさま。「考え方が─」
7．〈「─.くない」の形で〉あなどりがたく厳しい。「現実は─.くない」
8．しっかりとひきしまらず、十分に機能しない。「ドアのねじが─」
9．刃物の切れ味が鈍い。「切れ味が─」
10．守りがゆるやかで、すきがある。また、攻撃が厳しさを欠いて手ぬるい。「ガード
が─」
11．株価の動きが鈍く低落ぎみだ。「相場が─」
図 6 　『明鏡国語辞典』における「甘い」の意味記述
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　4.4　プレゼンテーションとフィードバック、検証
　グループワークの終了後、意味記述の結果を集約したプリントを作成して配
布する。そのプリントをもとに、グループごとに教室の前に出て、意味記述の
結果や工夫した点、難しかった点、感想などをプレゼンテーションさせる。こ
れによって、各グループの意味記述を全体で共有・評価する時間を確保する。
　プレゼンテーションの中で最も多く聞かれる感想は、前述の通り、全体をい
くつのカテゴリに分ければよいかが難しかった、というものである。これに対
して教員側から、意味記述の際のカテゴリ分けに唯一の正解はない、と前置き
した上で、（A）（B）のような分け方では粒度が粗すぎるので、サブブランチ
を設けてさらに細かく分けること、逆に（C）のようにアドホックな分け方に
ならないように注意することなどを進言する。さらに、グループごとに長所や
改善点などをフィードバックする。
　全体のプレゼンテーションが終了したら、4．3節で示した国語辞典での意味
記述をプリントで配布し、グループ内で自分たちの意味記述と比較・検討させ
あま・い【甘い】［形］［文］あま・し［ク］
1．砂糖や蜜のような味である。「あっちの水は苦いぞ、こっちの水は─・いぞ」
2．塩けが少ない。辛くない。「味つけが幾分─・かったようだ」⇔辛い。
3．口当たりが穏やかで、刺激が少ない。酒の味などにいう。「─・いワイン」⇔辛い。
4．（味覚以外の感覚に転じて）
　　（ア）蜜のようなにおいがする。「香水の─・い香り」
　　（イ）話しぶりが巧みで、人をたぶらかすさま。うまい。「─・い言葉で誘う」
　　（ウ）心地よくうっとりさせるさま。「─・い声で囁く」「─・いマスクの男」
　　（エ）男女の仲がよく、幸せそうなさま。「─・い新婚生活」
　　（オ）ファッションで、リボンやフリル、パステルカラーなどを用いて少女風のか
わいらしさを強調しているさま。「─・い服を着こなす」
5．（ア）厳しさに欠けているさま。また、くみしやすいさま。「子供に─・い親」
　　（イ）評価の基準が厳格でない。「─・い採点」⇔辛い。
　　（ウ）しっかりした心構えができていない。「そんな─・い考えでは世間は渡れない」
6．楽しく、快いさま。「酸いも─・いも噛み分ける」
7．物事の機能が本来あるべき状態より衰えているさま。「このナイフの切れ味は少し
─・い」
8．株価の動きが鈍く低落気味だ。「─・い相場」
図 7 　『大辞泉』における「甘い」の意味記述
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る。この作業を通して、自らが作成した意味記述の結果を検証・評価させ、さ
らに工夫を要する点や改善のアイディアなどを話し合わせたところで、この学
習活動を終了する。
5 ．アクティブ・ラーニングとしての学習活動の位置づけと評価
　5．1「能動的に考える学生」の育成
　ここまで、「語の意味記述」を題材として、グループワークの中で受講者自
身が主体的に語の意味を考え、整理・記述し、その結果を全体で共有する、と
いう学習活動の流れについて説明してきた。日常、当たり前のように使ってい
る語の意味に正面から向き合うことは、日本語学を専攻する学生にとっても新
鮮かつ難しい作業のようで、ディスカッション中、大いに悩んでいる様子がよ
く見られる。
　一連の学習活動のポイントは、自分で考える時間、グループで考える時間、
他グループの結果を聞く時間、という 3つを分け、受講者自身の意識と思考を
活性化させていく点にある。最初に受講者自身に例文を考えさせ、かつその意
味を考えさせる。ある程度アイディアが固まったところでグループワークに移
り、他の受講者とアイディアを共有させることで、自分では考え付かなかった
視点に気付いたり、自分の考えの妥当性を確認したりことができる。さらに、
ディスカッションを通して作成したグループワークの結果を、プレゼンテー
ションを通して他グループと共有することにより、さらに広い視野と理解を得
る。この一連の流れによって、受講生が自らの意見を持ちつつ、相互に刺激し
合いながら、知的な共同理解を進めていくことができる。
　このような流れは、冒頭で言及した「質的転換答申」が言うところの「相互
に刺激を与えながら知的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解
を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）」にそのまま該当す
ると言ってよい。すなわち、受講生自身が主体的に考え、その結果をお互いに
議論し、話し合いによって問題の解決へと至るプロセスを重視する学習活動と
して位置づけられるわけである。そこで真の狙いとしているのは、語の意味を
説明するための論理的な思考能力、議論を通して課題を解決するための調整能
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力、自らの考えを他に照らして客観的に評価する能力などを備えた学生を育成
すること、すなわち、「能動的に考えることのできる学生」の育成である。
5．２　受講者による振り返り
　「日本語の語彙・意味 2」の授業では、受講者に学期末レポートを課している。
複数の語を提示してその意味を記述させる課題のほかに、「語の意味記述を考
えることの面白さと難しさについて、具体的な例を挙げながら、自分の考えを
述べなさい。」という論述課題を出している。ここから、受講者自身が学習活
動をどう振り返り、どう総括しているかを見て取ることができる。以下、提出
されたレポートの中から、 4人分の論述課題の一部を引用する。
⃝班員の意見を聞いた時、自分と同じ考えに「あ、私もそう思う」と賛成の声
があがって「じゃあこの語義はこういう風に書こう」「そうしたらこれも同
じなのではないか」と発展していったり、反対に「私はこう思う」と発表し
たら「その感覚は私にはないなあ」と言われて改訂を重ねたりと、多くの意
見に触れることができた点は、難しくもあったが面白いと感じた。発表の際
に、他にも同じ点に着目した班があったことを知り、私の班と同じ考え方を
していて「少なくとも、認識は間違っていなかったのだろう」と正直安心し
たのを覚えている。
⃝語の意味記述を考えることは、自分が普段使用している語について改めて考
え見直すことであり、また、他人と話し合って共有することで、自らの語感
を磨き上げることができると考える。そのような新たな知識との出会いには
面白さを感じ、同時に、考え方の異なる他人と同じ語について考えまとめる
ことの難しさを感じた。
⃝さまざまな角度から「あがる」「のぼる」についてみていくことで次々と発
見や疑問が見つかり、また、それらのピースがうまく嵌った時に、語の意味
記述の面白さ、達成感を感じた。特に、普段使用する言葉を選んでいる「な
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んとなく」という感覚をうまく言葉で表わせた時の達成感や嬉しさは何事に
も代えがたいものがあり、語の意味記述の難しさと面白さは比例するもので
あると感じた。
⃝グループワークを通じて「語の意味記述の面白さ」を発見できたと感じた。
語の意味を考えることは決して簡単なことではない。例文を探すことも、語
釈を付け加える作業も、いかにして理解してもらえるように記述するかを考
えることは難しい。しかし周りの人と協力することで負担は軽減されるし、
よりよい語釈が完成する。適切な例文を思いついたときや、時間をかけて語
釈がようやく完成した瞬間に味わえる達成感こそが、語の意味記述を考える
ことの面白さなのではないだろうか。
　これらの振り返りを見る限り、本講義で扱った「語の意味記述」という学習
活動の意図は、うまく達成されているように見える。アクティブ・ラーニング
に基づく一連の活動が、有効に機能した結果と見てよいだろう。
6 ．おわりに
　本稿では、専修大学文学部日本語学科における講義「日本語の語彙・意味」で、
筆者が実践している学習活動の展開について報告した。意味論における「語の
意味記述」に焦点を当て、学生同士のグループワークとディスカッション、意
味記述の取りまとめ、プレゼンテーションによる知識の共有など、アクティブ・
ラーニングの考え方に基づいて実践している活動内容を紹介し、その教育的な
有効性について論じた。
　大学における語彙論・意味論の教育方法については、金（2016）、茂木（2016）
が、授業の優れた実践例を紹介している。今後、さまざまな方法論によって「語
彙・意味」の教育を実践しつつ、その成果をどのように評価するかについて議
論していくことが課題であろう。
　振り返ってみると、日本語学のさまざまな研究領域のうち、特に「語の意味」
を扱う語彙論・意味論は、アクティブ・ラーニングに基づいた学習活動に適合
42　専修国文　第103号
しやすいように思われる。「語」という言語的単位に複数の「意味」を結びつけ、
それを体系的に整理するという作業は、簡単なようで実は難しい。「よく知っ
ている簡単な語なのに、その意味をうまく説明しきれない」という知的な発見
を動機づけとして、共同学習における対話と相互理解による思考の活性化、そ
して能動的に考える力を培う方向に導いていくことは、「日本語の語彙・意味」
に関する深い学びを通して「能動的に考えることのできる学生」を育成する上
で、極めて有効に働くと考えられる。
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